
PR ポイント! 取組の効果 !
·�行政のみでは技術面や予算面で実現が難しいことを
地域の企業や団体と「連携」してチャレンジできた
こと
· 下水道に関心が薄れつつある若い世代・女性をター
ゲットに受入れやすい内容としたこと
· プレスリリースには、マスコミに取り上げてもらえ
るよう「目新しい内容は何か」「誰と実施したか」「マ
スコミ向けの発表会」を盛り込んだこと

·�しゃべるマンホールは、県内の全テレビ局から取り上げられ、
多くの方に下水道を知ってもらえるきっかけをつくれたこと
·�下水道冊子は市立図書館から寄贈依頼をいただき、15 か所
の市立図書館で貸し出しを行っていること
·�下水道冊子作成を通じて、企業と地域団体が直接、結び付き、
下水処理場に接する潟の水質改善に向けて取り組むなど広が
りを見せつつあること

令和２年度（第13回）国土交通大臣賞〈循環のみち下水道賞〉

広報・教育部門
音が伝える！ひとが伝える！下水道の魅力

～ポジティブＰＲ作戦～
新潟市

Key Person

新潟市下水道管理センター施設管理課
左：副主査　小柳琢利

真ん中：新潟市下水道キャラクター
「水玉ぼうし」

右：課長補佐　遠山慎二

　「しゃべるマンホール」社会実験では、灼熱の太陽のもと、あまりの高温でしゃべる
マンホールが熱中症（故障）になってしまいました。いかにマンホール蓋が過酷な環
境にあることが改めて思い知らされました。
　この度の「連携」をキーワードとした下水道ＰＲには、多くの方々から支援や協力
をいただき、１年を通じて様々な取り組みを行うことができました。
　今後も、多くの方に下水道のイメージをネガティブなイメージからポジティブなイ
メージに受け止めてもらえるよう、「連携」をキーワードに取り組んでいきます。


